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Agenda



大分県内でのオープンデータ活用の現状
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オープンデータの定義

国、地方公共団体及び事業者が保有する官民データのうち、
国民誰もがインターネット等を通じて容易に利用（加工、編
集、再配布等）できるよう、次のいずれの項目にも該当する
形で公開されたデータをオープンデータと定義する。

1. 営利目的、非営利目的を問わず二次利用可能なルール
が適用されたもの

2. 機械判読に適したもの

3. 無償で利用できるもの
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誰でも使えて活用されやすいデータ



https://5stardata.info/ja/ から引用
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オープンデータ評価指標



★オープンライセンスでデータを公開

どんな形式でもいいのでデータを公開すること

大分市公式ホームページ (http://www.city.oita.oita.jp/)

公式HPにデータへの
リンクがある
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オープンデータ評価指標



★★コンピュータで処理可能なデータを公開

特定のソフトウェアを使うことで，

データの集約，計算，可視化等を直接処理できること

公開データの形式を表示
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オープンデータ評価指標

大分市公式ホームページ (http://www.city.oita.oita.jp/)



★★★ オープンに利用できるフォーマットで公開

特定のソフトウェアの機能に限定されることなく

利用者の好きな方法でデータを操作できること

CSVなので簡単に
利用できる
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オープンデータ評価指標

大分市公式ホームページ (http://www.city.oita.oita.jp/)



https://5stardata.info/ja/ から引用
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大分県内でのオープンデータ活用の現状



大分のオープンデータの活用事例

1.大分マップ (https://www2.wagmap.jp/oitacity/Portal）
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大分県内でのオープンデータ活用の現状

https://www2.wagmap.jp/oitacity/Portal


大分のオープンデータの活用事例

2.オープンデータジャパン

(https://opd.opendata-japan.com/prefecture_category_s20s?prefecture_code=44）
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大分県内でのオープンデータ活用の現状



1. 地域問題の解決
• 住民が容易にデータ入手可能になる
• 事業者による保育施設情報を活用したアプリの開発

2. 行政の高速化・効率化
• 別々の業務課が同じようなデータを作成・管理
• 各部が紙ベースで管理していたデータを電子化

3. 透明性・信頼性の向上
• 公共データを公開することで国民が十分な分析及び判断が可能
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オープンデータの活用のメリット



• 政府目標

→ 自治体の取り組み率100%

→ 現状19%に留まる…
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オープンデータの活用への課題
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オープンデータに向けた課題・問題点



今回の取り組み
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オープンデータについて検索
• 地図を使ったものが多い

何を作るか
• 簡単に作れて多くの人に活用してもらえるもの

• 地図上に情報を展開するツールはある

→ 表示するデータがあれば簡単に作成できそう

⇒ 地図を使って何か作りたい！！
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今回の取り組み



地図を使って何ができるか

• 市内イベント等の可視化
• Free Wi-Fiスポット
• 防災
• 防犯
• キャッシュレス etc.

検討事項

→ 誰がいつ使うのか

→ 実際に作ったとして、自分たちは使いたいか or 使うか

→ 一度作って終わりよりも随時データが変わるものがいい

⇒意義のあるものを作りたい。
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今回の取り組み



世間の状況

• 2019年 ラグビーワールドカップが開催される。
• 2020年 東京オリンピックが開催される。
• 2025年 大阪万博が開催される。

⇒大勢の訪日客が来日・来県することを想定
支払いの際、現金だけでなくカード使用可能かどうか

確認するのでは・・・

18

今回の取り組み



キャッシュレス決済 が可能な

施設の情報を集めて 可視化する

• キャッシュレス決済が可能な施設をマッピング

• 飲食店、衣料店、家電量販店、公共交通機関、自動販売機、病院
ect.
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今回の取り組み



キャッシュレス
→ 現金を使わずに決済できるシステム

決済の種類 代表的な例

電子マネー
交通系：Suica・ICOCA・OKICA
流通系：WAON・nanaco
その他：Edy など

クレジットカード VISA、JCB、マスターカード

デビットカード VISA、JCB

スマホ、QRコード、仮想通貨 Apple Pay・楽天ペイ・LINE Pay
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キャッシュレス決済とは



各国の種類別カード保有枚数

日本：約8枚
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キャッシュレス決済の現状



世界各国のキャッシュレス決済比率

日本：18.4%

韓国：89.1%
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キャッシュレス決済の現状
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大分合同新聞 2018.10.19(https://www.oita-press.co.jp/1010000000/2018/10/19/JD0057426160)

キャッシュレス決済の現状
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Exciteニュース 2018.3.13(https://www.excite.co.jp/news/article/E1519981417202/)

キャッシュレス決済の現状



各国の都市と比較した東京
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キャッシュレス決済の現状

【良い評価】
・交通アクセス
・取り巻く環境(治安)

【悪い評価】
・ショッピング
・支払い&日本円入手



キャッシュレス決済 が可能な

施設の情報を集めて 可視化する

概要
• キャッシュレス決済の可能な施設をカテゴリ別に表示
• 決済システムの種類などの追加情報を表示

どんなデータが必要？？
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キャッシュレス決済が可能な施設の見える化



データを収集する必要がある！！

27

キャッシュレス決済が可能な施設の見える化

必要なデータ
• 位置情報
• 決済の種類
• 外国語対応など

必要なデータがない・・・



LINEで情報を投稿

集めた情報をMAPに表示
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データ収集のために



「LINE」を使ったデータ収集の方法を作成！！
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データ収集のために



demonstration
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概要



1. 情報入力の煩雑さ
→ LINEの会話形式ではあるが情報を入力する必要あり
→ 専用入力フォームの作成で解決できるが有償である

2. 入力された情報の確認の必要性
→ 情報の正確性や信憑性をどう判断するのか

3. データ保持容量などのサーバによる制限
→データを保持する以上データベースとサーバー(クラウド)が必要
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作ってみた結果



今後の課題と活用について
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• データサイクルモデルを確立する必要がある

活用アイデア
発案者

より良い暮らしを創造する。

データ提供者

オープンデータを提供する。
期間を多く・種類も多く

技術者

オープンデータを用いて
アイデアを実現する。
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今後の課題と活用について



• データ収集用アプリの開発
→位置情報付き写真と併せて、特定のデータを収集できる
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今後の課題と活用について



自治体や企業が公開するデータ以外にも、自分たちで簡単に

データが収集することができればデータ活用はさらに進むと

考える。

これからは

をテーマとして、データ活用の検討と促進を行いたい。
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今後の課題と活用について

みんなで集めて、みんなで使う



ご清聴ありがとうございました。
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